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研究成果の概要：
水田における魚類や水生昆虫などの生物の行動特性と水田及び周辺の植生や土壌、水利条件

などの環境特性、さらには水田の水環境にかかわる社会条件から生物多様性向上要因を分析し
た。その結果、①生物多様性向上に有効な湿地環境復元に水田冬期湛水が有効であること、②
初期湛水深、湛水田の配置、湛水期間の工夫で現行の利水条件下でも湛水可能面積の拡大が可
能であること、③一部の水生昆虫では冬期湛水より通年湛水場所を確保する水管理が重要であ
ること、などを明らかにした。
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１．研究開始当初の背景
湿地環境に依存する絶滅危惧種や希少生

物の絶滅確率の高まりが危惧され、水田の
重要性が指摘されていた。また、「新・生物
多様性国家戦略」の策定、環境配慮を重視
した農業農村整備施策の展開を踏まえて、
水田の多面的機能に着目した冬期湛水等の
水田管理技術が模索され、生物多様性を含
む「環境」を視野に入れた高付加価値化を
図る農業生産技術、農村振興手法の開発が
強く期待されていた。

２．研究の目的
水田の生物多様性を地域環境資源の新た

な価値概念の一つとして捉え、わが国の国
土の７％を占め、農村のランドスケープ単
位を構成する水田を対象に、①植物、魚類、
水生昆虫など水田生物、②土壌条件、水利
条件、営農条件など生物生息・生育に影響
を及ぼす諸環境、の両側面から生物多様性
を向上・阻害する圃場管理条件並びにそれ
らを踏まえた水田の戦略的配置要件を明ら



かにすることをねらいとした。

３．研究の方法
宮城県大崎市（旧田尻町）と新潟県阿賀

野市（旧笹神村）における冬期湛水を実施
している生物多様性増進水田において生物
相の実態を把握する。また、土壌、水質等
圃場の環境質の解明を図るとともに、水利、
営農等社会条件を明らかにする。さらに、
水田の生物多様性に関する農家の意識調査
やランドスケープの類型化を行い、生物多
様性を向上する水田の最適条件や配置をモ
デル化して、現地検証を行うことにより、
生物多様性を維持・向上させる水田の具備
要件並びにそれを実現する水利条件等社会
的要因を、生物と生物を取り巻く環境の二
つの側面から解明する。

４．研究の成果
（１）水田の生物多様性と農業農村整備

冬期湛水等の水田の水管理の工夫によ
る生物多様性の向上や農業生産性と農村生
態系保全の適正な均衡確保は、環境配慮を
義務づけた近年の農業農村整備によっても
少しずつ改善されつつある。具体的には、
水田と水路の段差解消などによる種の供給
源確保や希少種植生の保全、水生生物の生
息空間確保に配慮した農業農村整備事業の
計画・実施である。この間、1955 年と 2000
年を比較すると水稲単位面積収量は 1.5 倍、
労働時間は 1/6 で、生産性向上も担保されて
いる。また、2007 年から農林水産省の施策
として実施されている「農地・水・環境保
全向上対策」が、混住化、高齢化する農村
での資源管理機能の保全に寄与している実
態も明らかになった。

（２）農村地域のランドスケープからみた
水田の生物多様性

水田の生物多様性の増進を図っていく上
での地域のポテンシャルを、ランドスケー
プの視点から検討した。具体的には、宮城
県・新潟県を対象に、既存のＧＩＳデータ
等を活用するなかで、生物・生態系保全を
目的とした水田冬期湛水の実施ポテンシャ
ル、利用・管理主体に着目した生物多様性
増進水田の展開可能性の２点についての検
討を行った。水田冬期湛水の実施ポテンシ
ャルについては、①冬鳥の採餌・休息空間
として利用される可能性、②湿原・湿田な
どの湿地環境の復元の可能性、③有機無農
薬栽培などの環境保全型農業展開の可能性
の３点から整理し、生物多様性増進水田の
展開の可能性については、地形条件と人口
分布をもとにした地域区分から検討した。

図 水田冬期湛水の実施ポテンシャル（新

潟県）

（３）重力式灌漑による冬期湛水可能面積

の算定

重力式灌漑によって冬期湛水に取り組む

事例を対象に、非灌漑期の水源水量ならび

に圃場の水収支を実証的に把握し、水利条

件・地形条件を踏まえた湛水可能面積およ

び可能水田の同定を行った。その結果、主

た る 用 水 源 に は 非 灌 漑 期 に お い て も

259.2m3/day の通水量があること、隣接する

承排水路においても 19.9 m3/day 程度の流入

があることを確認した。また減水深調査に

基づいて冬期湛水に関する水収支のパラメ

ータを実証的に明らかにしたところ一筆減

水深は 5.0 ～ 7.5mm/day と推定され、これ

に基づいて対象地区における湛水可能面積

を試算したところ、初期湛水深や湛水期間

を工夫することで現在の４倍程度の面積が

湛水可能と推定された。

用水兼承排水路
圃場 E2

雨量

蒸散量 蒸発量

畦畔浸透
S=0mm(0mm)

表面排水 5.1mm
(0.3mm/d)

R=54mm

(3.4mm/d)

P=62.4mm(3.9mm/d)

T=0mm E=12.1mm

(0.8mm/d)

-Δb=-16mm(-1.0mm/d) 下方浸透

湛水深変化量

用水量
I=9.6mm(0.6mm/d)

図 圃場 E1 における圃場水収支(2008/11/22～12/07)

※ 減水深は N 型減水深と水位計の観測結果から

5.0mm/d と算定。なおカッコ内は一日あたりの数値



（４）冬期湛水田における圃場水管理の

特徴

新潟県阿賀野市の冬期湛水田を対象とし

て圃場水管理の調査を行った結果、冬期の

一筆減水深について、消費経路の内訳でも

っとも割合の大きいものは、谷津田に近い

状態の水田では蒸発量、平地に近い状態の

水田では畦畔浸透であり、いずれも一筆減

水深の半分程度を占めることがわかった。

また、夏期の一筆減水深は冬期に比べ２～

３倍程度となり、消費水量の増加部分はほ

ぼ蒸発散量の増加によると試算された。こ

のことから、夏期の一筆減水深から蒸発散

比をもとに逆算することで冬期の一筆減水

深が推定可能と考えられた。

図 夏期と冬期の一筆減水深

（５）有機水田における生物相と土壌の物
理性

水田の「土づくり」と生物多様性の関係
は、これまで研究の蓄積が少ない。本研究
は、イトミミズ類やユスリカ類といった底
生動物が土壌の物理性（表層土の粒径分布、
有機物含量、土壌 pH、土壌 Eh）に及ぼす
影響を定量的に評価した。その結果、①底
生動物の撹拌混合作用は、有機水田の地表
層に微細粘土層を形成する傾向にあった、
②土壌の有機物含量は、慣行≒減減<有機の
関係にあり、その比率は 20 ％であった、③
土壌 pH は有機水田で相対的に高く変動幅が
大きかった、④土壌 Eh は、土壌 pH と逆相
関することなく比較的低く変動した、⑤底
生動物の生息数は有機水田で極めて多く確
認された。

（６）農家経営から見た冬期湛水水田管理
の実態と課題

冬期湛水と環境保全型稲作の組み合せに
より、水田の生物多様性向上を指向すると
同時に、生産手段としての水田で労働集約
的な稲作にグループで取り組んでいる地区
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の農家の経営管理について、生産面、販売
面の実態を分析した。生産面では、雑草の
抑制が一番の課題であり、農法開始後５年
が経過した現在も、抑草のための栽培技術
について、各農家で試行錯誤が行われてい
る実態にある。販売面では、現在でも慣行
栽培との差別化による高価格販売は実現し
ているものの、今後、現在萌芽的に行われ
ている主体的な販売面の取り組みを組織的
な取り組みに発展させ、生産者手取り価格
を向上させることが課題である。

（７）水田の生きもの調査と生物多様性の

向上

農業者による「生きもの調査」は、豊か

な生物多様性を再生する契機としても重要

な役割を果たす。そこで、現在全国に展開

されている生きもの調査事例として、福岡

県の「県民と育む農の恵み」事業や農林水

産省が実施する「田んぼまわりの生きもの

調査」、海外事例として「パラタクソノミス

ト制度」などを紹介し、生きもの調査によ

る農業者と“生きもの”との関わり合いの

再構築には、「発見・気づき」、「理解」、「展

開」、「開発」の４段階を経ることを整理し

た。また、農業者が生物との関係の再構築

を図ることは、農耕の持続性にもつながる

ことを論じた。

（８）魚類の生息環境からみた水田の生物
多様性

魚類の生息環境からみた水田の生物多様
性として、冬期湛水田を対象に魚類調査を
実施した。新潟県阿賀野市沢口地区と宮城
県大崎市伸萠地区において計 11 種 291 個体
を採捕し、沢口地区ではドジョウ等、伸萠
地区ではタモロコ等の個体数が多かった。
冬期湛水期間中、伸萠地区においてメダカ
をはじめとする 7 種 253 個体の水田への進
入を確認した。冬期湛水に伴う農業水路へ
の通水は水路等に取り残されている魚類の
生息を保証するものと思われた。メタ個体
群の絶滅リスク解析を実施し、絶滅リスク
を下げるには現存・潜在的生息場数の増加
あるいは生息場間のネットワーク化も有効
な対策方法と考えられた。

（９）トンボ類の生息環境からみた水田の
生物多様性

農村の代表的な生物のひとつであるトン
ボ類の多くはヤゴで越冬するため、非灌漑
期の乾田化は水田内のヤゴの保全に与える
影響が大きい。そこで、冬期湛水水田とビ
オトープ水田（通年湛水）、乾田におけるヤ



ゴの生息状況から、トンボ保全に効果的な
水管理について検討した。トンボ類は産卵
時期や世代交代数によって、春種（SP）、夏
種（SM）、秋種（AT）、多化性種（DV）の 4
つの生活環タイプに分類することができ、
冬期湛水水田では、年に 2 回世代交代する
DV 種の第 2 世代のみの採取であった。現行
の冬期湛水水田はコンバイン収穫を目的と
した落水期間があるため、一般的な乾田と
同様のタイプのヤゴしか生息していなかっ
た。ビオトープ水田では DV 種以外に SP 種
や SM 種が生息しており、安定的な保全地
として機能していた。また、乾田では AT 種
が浅い水深に多く生息していたことから、
複数の水田管理を組み合わせることで、水
田を利用するトンボ種全般を保全できる可
能性が高いことが示唆された。
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